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１．概要（Summary） 

タンパク質の分離・精製法としてリガンドを用いたアフィ

ニティ分離法がよく用いられている。本研究では、超高比

表面積を有するポリビニルアルコール（PVA）ナノファイバ

ー膜を、特定のタンパク質との親和性に優れたリガンドと

しての性能を持つシバクロンブルー（CB）で修飾したアフ

ィニティ吸着膜を作製し、タンパク質の分離・回収に応用

する。CBはタンパク質の一種であるアルブミンに対して

親和性を示すことが知られているため、牛血清アルブミン

（BSA）を吸着対象に選定した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

走査型電子顕微鏡 S4300 

【製膜方法】 

まず、アフィニティ吸着膜の母材となる PVAナノファイ

バー膜の作製を行った（Fig. 1）。部分けん化PVAを用い

てエレクトロスピニング法により作製するが、PVAは水に

容易に溶解するため、不溶化処理を行う必要がある。

PVA水溶液に架橋剤としてマレイン酸を加え、エレクトロ

スピニング法により紡糸したものを加熱することで PVA と

マレイン酸の架橋反応が進行し、耐水性をもった膜となる。

次に、作製した PVA膜に対して、塩基性下で PVAのヒド

ロキシ基とCBの塩化トリアジン環を共有結合させ、CBの

固定化を行った（Fig. 2）。PVA膜を CB-NaCl水溶液に

浸漬し、60℃で 1時間加熱し、Na2CO3を加え、さらに

80℃で2時間加熱した。取り出した膜を純水で洗浄し、青

く染色された CB修飾 PVA膜が完成した（Fig. 3）。CB

担持量は 91 mg/g、繊維径は 149 nm、水への溶解率は

9.91 %であった。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

種々の濃度の BSA溶液に CB修飾前後の PVA膜を

浸漬させ、6時間振盪を行い、BSA濃度の減少量から単

位膜質量あたりの吸着量 qを求めた。Langmuir式を適

用して飽和吸着量 qsを求めたところ、CB修飾の前と後で

それぞれ qs = 179、769 mg/gであった。PVA膜自体も少

しは BSAを吸着するが、CBの BSAに対するアフィニテ

ィにより吸着量が大幅に増加しており、CB修飾 PVA膜は

優れた吸着材といえる。 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 PVA nanofiber 

membrane. 

Fig. 3 CB-Modified 

PVA membrane. 

 

 

 

 

Fig. 2 Covalent reaction. 
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